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むかし、 ペルシャに 大変え らい 学者が いました。 天 

地の 間に 何 一 つ 知らない こと はない という ほど、 あら 

ゆる 学問 をき わめつ くした 人で、 国王 や 人民 達から 非 

常に 尊敬され ていました。 

ほリ 

ところが ある 日、 高い 塔の 上から 濠 の 中に 落ち て 死 

んだ人 を 見て、 彼 はこう 考えました。 

うお まわ 

「鳥 は 空 を 飛ぶ ことができ るし、 魚 は 水の 中 を 泳ぎ 廻 

る ことができる。 それな のに 人間 だけ は、 空 を 飛ぶ こ 

ともで きず 水に もぐる こと もで きない。 なぜだろう。 



ない こと はない のです が、 ただ 魔法 だけ を 知らない も 

のです から、 今度 は それ を 学ぼうと 思 つ て、 魔法 を 知つ 

まう まう. 

てる 人 を 方々 尋ね 歩いて、 ここまで やつ て 来た 者で ご 

ざ います」 

「そうか」 と 恐ろしい 声 は 答えました。 「ここ は 人間 

の やって来る 所ではない、 また 魔法使いの 住んで る 場 

所で もない。 しかしお 前の 熱心に 免じて、 魔法め いた 

術 を 少し 教えて やっても よい。 その代わり お前に 一 つ 

尋ねたい ことがある。 お前 は 天地の 間に 何 一 つ 知らな 

いこと はない と言うが、 それで は、 空の 星の 数 は 幾つ 

であるか、 そしてお 前の 頭の 髪の毛 は 幾 本で あるか、 



た。 見る と、 自分 はいつ のまに か、 幾 十 年 か 前に 出た 

家に 戻って いて、 寝床の 上に 寝て いるので した。 髪の 

P ま そ 

毛 は 真っ白に なり、 手足 は 痩せ細り、 腰 は 立たず、 ひ 

どく 年 をと つて 死に かかつ てるのでした。 彼 はび つく 

りして 眼 を 見開き ましたが、 森の 中の こと を 思い出す 

と、 急いで 星の 数と 頭の 毛の 数と を 言って、 そのため 

に 不思議な 術 を 得て、 死なない 前に 自分の 身体 を 石に 

してし まいました。 

石に なった 彼の 身体 は、 やがて 家の人 達に 見いだ さ 

れ、 それから 大変な 評判に なって、 王様の 耳にまで 聞 

こえました。 王様 は 石に なった 彼 を 宮殿に 運ばせて、 
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